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１．2025年３月期第１四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 516 △15.8 △41 － △47 － △49 －
2024年３月期第１四半期 613 18.6 77 27.3 78 39.7 45 23.9

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第１四半期 △14.50 －
2024年３月期第１四半期 12.90 12.54

（注）2025年３月期第１四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益に関しては、潜在株式が存在するものの１

株当たり四半期純損失のため、記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 3,296 2,562 77.7
2024年３月期 3,733 2,609 69.9

(参考) 自己資本 2025年３月期第１四半期 2,562百万円 2024年３月期 2,609百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00
2025年３月期 －
2025年３月期(予想) 0.00 － 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、通期は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,100 23.7 250 △1.2 250 △1.9 200 14.4 58.34

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 - 社（社名） - 、除外 - 社（社名） -

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年３月期１Ｑ 3,582,946株 2024年３月期 3,573,946株

② 期末自己株式数 2025年３月期１Ｑ 153,807株 2024年３月期 153,807株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期１Ｑ 3,425,602株 2024年３月期１Ｑ 3,516,274株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有（義務）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料には業績予想や将来の見通しに関する記載が含まれております。これらの記載は本資料の日付時点の情報に

基づき作成しており、将来の結果や業績を保証するものではありません。これら将来の見通しに関する記載には

様々なリスクや不確定要素が含まれております。このため、実際の業績等は、将来の見通しに関する記載によって

明示的あるいは暗黙的に示された将来の結果や業績の予測とは大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間（2024年４月１日～６月30日）における我が国経済は、急激な為替変動、資源価

格の高騰、欧米先進国を中心とした高インフレの継続と急速な金融引き締め等により、景気の先行きは引き続

き不透明な状況で推移いたしました。

当社グループの属する情報サービス産業におきましては、そのような状況の中においても、労働力の減少に

対応する経営効率化や生産性向上はもとより、テクノロジーの活用により新たな価値や収益を生み出すデジタ

ルビジネスの推進を狙いとするデジタル・トランスフォーメーション（以下「ＤＸ」という。）への需要は依

然として強く、中でも将来の技術者減少や技術革新に対応するための情報システムの近代化、モダナイゼーシ

ョンへの取組が活発であることから、IT投資の需要が引き続き堅調に推移するものと予想される一方、世界情

勢の変化や金融の引き締め等を背景に、投資判断の先送りをする傾向が強まる可能性も懸念されております。

このような状況の中、当社グループは「新たな価値を創造し、常識を変え、文化を進化させる」という企業

理念のもと、ローコードによる自動化技術及び当社グループ独自のアジャイル開発方法論を活用した、情報シ

ステム開発の内製化を推進するサービスを提供することにより、日本企業の国際的競争力を向上させることを

ミッションとするＤＸ事業を展開しております。

当社グループの事業は、ローコード技術とアジャイル手法を最大限に活かせる当社グループ独自の開発方法

論である「AGILE-DX」を活用したコンサルティング・受託開発サービス及び技術者向けトレーニングの各サー

ビスを提供する「プロフェッショナルサービス」と、ローコードプラットフォーム等ソフトウェア製品を販売

する「ソフトウェアライセンス販売」から構成されております。「プロフェッショナルサービス」においては、

「OutSystems®」を中心としたローコードプラットフォームを活用したコンサルティング及び受託開発の提供が

引き続き順調に拡大する中、将来の需要拡大に備えた当社グループ従業員技術者の採用・育成及びサービスパ

ートナーの確保に加え、サービス提供の効率化を促進するための研究開発にも注力いたしました。「ソフトウ

ェアライセンス販売」においては、「プロフェッショナルサービス」の提供に伴う「OutSystems®」を中心とす

る当社グループ取扱製品の顧客への定着及び拡販に努めております。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は516,774千円（前年同四半期比15.8％減）、営業損

失は41,629千円（前年同四半期は77,322千円の営業利益）、経常損失は47,328千円（前年同四半期は78,619千

円の経常利益）、親会社株主に帰属する四半期純損失は49,662千円（前年同四半期は45,354千円の親会社株主

に帰属する四半期純利益）となりました。

また、セグメントの業績につきましては、当社グループはＤＸ事業の単一セグメントのため、記載を省略し

ております。

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は2,955,008千円となり、前連結会計年度末に比べ434,064千

円減少いたしました。これは主に売掛金が減少したことによるものであります。固定資産は341,885千円とな

り、前連結会計年度末に比べ3,033千円減少いたしました。これは主に減価償却累計額が増加したことによるも

のであります。

この結果、総資産は3,296,894千円となり、前連結会計年度末に比べ437,097千円減少いたしました。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は679,992千円となり、前連結会計年度末に比べ391,226千円

減少いたしました。これは主に買掛金が減少したことによるものであります。固定負債は54,181千円となり、

前連結会計年度末に比べ770千円増加いたしました。これは主にその他（繰延税金負債）が増加したことによる

ものであります。

この結果、負債合計は734,173千円となり、前連結会計年度末に比べ390,456千円減少いたしました。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は2,562,720千円となり、前連結会計年度末に比べ46,641千円減
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少いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純損失49,662千円を計上したことによるものであり

ます。

この結果、自己資本比率は77.7％（前連結会計年度末は69.9％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期の業績につきましては、2024年５月29日に公表した業績予想から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,228,759 2,047,043

売掛金及び契約資産 1,071,884 773,499

商品及び製品 － 1,142

仕掛品 1,278 374

前払費用 62,386 109,768

その他 24,764 23,179

流動資産合計 3,389,073 2,955,008

固定資産

有形固定資産 153,327 148,636

無形固定資産 4,533 4,272

投資その他の資産 187,058 188,976

固定資産合計 344,918 341,885

資産合計 3,733,992 3,296,894

負債の部

流動負債

買掛金 820,871 488,971

未払法人税等 88,078 5,762

契約負債 44,134 87,257

その他 118,135 98,001

流動負債合計 1,071,219 679,992

固定負債

資産除去債務 47,792 47,847

その他 5,618 6,334

固定負債合計 53,410 54,181

負債合計 1,124,630 734,173

純資産の部

株主資本

資本金 971,945 972,519

資本剰余金 962,945 963,519

利益剰余金 917,000 867,338

自己株式 △245,040 △245,040

株主資本合計 2,606,850 2,558,337

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,476 4,372

その他の包括利益累計額合計 2,476 4,372

新株予約権 34 10

純資産合計 2,609,361 2,562,720

負債純資産合計 3,733,992 3,296,894
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

売上高 613,842 516,774

売上原価 297,469 266,627

売上総利益 316,373 250,147

販売費及び一般管理費 239,051 291,777

営業利益又は営業損失（△） 77,322 △41,629

営業外収益

為替差益 － 398

貸倒引当金戻入額 2,938 －

雑収入 － 3,583

その他 58 116

営業外収益合計 2,997 4,098

営業外費用

支払利息 38 56

為替差損 683 －

支払手数料 887 －

雑損失 － 9,681

その他 90 60

営業外費用合計 1,699 9,797

経常利益又は経常損失（△） 78,619 △47,328

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

78,619 △47,328

法人税、住民税及び事業税 30,081 1,385

法人税等調整額 3,183 948

法人税等合計 33,265 2,333

四半期純利益又は四半期純損失（△） 45,354 △49,662

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

45,354 △49,662
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 45,354 △49,662

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,192 1,895

その他の包括利益合計 1,192 1,895

四半期包括利益 46,546 △47,766

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 46,546 △47,766
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-3

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-3項(2)ただし書きに定める経過的な取り扱

いに従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当第１四半期連結会計期間の期首か

ら適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適

用後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の

四半期連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年６月30日）

当社グループの事業セグメントは、ＤＸ事業の単一セグメントのため、記載を省略しております。

当第１四半期連結累計期間（自 2024年４月１日 至 2024年６月30日）

当社グループの事業セグメントは、ＤＸ事業の単一セグメントのため、記載を省略しております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日

至 2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日

至 2024年６月30日)

減価償却費 3,384千円 5,360千円
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年８月14日

株式会社ＢｌｕｅＭｅｍｅ

取締役会 御中

ＥＹ新日本有限責任監査法人

東京事務所

指定有限責任社員

業務執行社員 公認会計士 川 口 宗 夫

指定有限責任社員

業務執行社員 公認会計士 多 奈 部 宏 子

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社ＢｌｕｅＭｅｍｅの２０２４年４月１日か

ら２０２５年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（２０２４年４月１日から２０２４年６月３０

日まで）及び第１四半期連結累計期間（２０２４年４月１日から２０２４年６月３０日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビ

ューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を

開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、
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職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会

計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作

成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重

要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論

又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上


